
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の記録又は再生の少なくとも一方を実行する記録再生手段と、
　第１のクロックに基づいて前記記録再生手段を制御する第１の制御手段と、
　前記第１の制御手段から出力される表示データを前記第１のクロックに基づいて一旦記
憶し、前記表示データを前記第１のクロックより低速な第２のクロックに基づいて出力す
る記憶手段と、
　前記第１の制御手段が動作中に情報を受信するチューナと、
　
　
　前記記録再生手段、前記第１の制御手段、前記記憶手段 シール
ドするシールド手段と
　を備えることを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　

　ことを特徴とする請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項３】
　前記第２の制御手段は、前記第１の制御手段のメインループの処理周期より短い期間内
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デジタル信号の送受信を外部機器と実行する導通手段と、
前記チューナ実行時に前記導通手段を遮断する第２の制御手段と、

、および前記導通手段を

前記第２のクロックに基づいて前記記憶手段から前記表示データを読み出す第２の制御
手段と、
　前記第２の制御手段により読み出された前記表示データを表示する表示手段と



に前記記憶手段に記憶されている表示データの前記表示手段への出力を完了させる
　ことを特徴とする請求項 に記載の記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば光磁気ディスク装置を内蔵したラジオ受信機に用いて好適な情報処理装
置に関する。
【０００２】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば光磁気ディスク装置を内蔵したラジオ受信機に用いて好適な

に関する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このように高速で動作するＣＰＵにより、記録再生に関連する所定の表示を、
例えばＬＣＤなどに表示させようとすると、このクロック成分の輻射が発生する。その結
果、例えば光磁気ディスク装置をＦＭチューナあるいはＡＭチューナなどと一体化した商
品を実現する場合、輻射成分がチューナの高周波出力にノイズとして重畳される恐れがあ
った。
【０００４】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、輻射を抑制するようにするもので
ある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明の記録再生装置は、情報の記録又は再生の少なくとも一方を実行する記録再生手
段と、第１のクロックに基づいて記録再生手段を制御する第１の制御手段と、第１の制御
手段から出力される表示データを第１のクロックに基づいて一旦記憶し、表示データを第
１のクロックより低速な第２のクロックに基づいて出力する記憶手段と、第１の制御手段
が動作中に情報を受信するチューナと、

記録再生手段、第１の
制御手段、記憶手段 シールドするシールド手段とを備えることを特徴
とする。
【０００６】

【０００７】
【作用】
上記構成の においては、

従って、不要輻射が抑制される。
【０００８】
【実施例】
図１は、本発明の情報処理装置を応用した光磁気ディスク装置を組み込んだラジオ受信機
の一実施例の構成を示すブロック図である。チューナ１は、内蔵するアンテナによりＡＭ
放送またはＦＭ放送を受信し、これを復調して、アナログオーディオ信号として出力する
。このアナログオーディオ信号は、スイッチ２の接点Ｒ、増幅器３を介してスピーカ４に
供給されるようになされている。
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２

記録再生装
置

デジタル信号の送受信を外部機器と実行する導通
手段と、チューナ実行時に導通手段を遮断する第２の制御手段と、

、および導通手段を

第２の制御手段は、チューナにて受信された情報に関する表示データを発生させ、表示手
段に出力するようにすることができる。また、第２の制御手段は、第１の制御手段のメイ
ンループの処理周期より短い期間内に記憶手段に記憶されている表示データの表示手段へ
の出力を完了させるようにすることもできる。

記録再生装置 第１のクロックに基づいて記録再生手段が制御され
、表示データが第１のクロックに基づいて一旦記憶され、その記憶された表示データが第
１のクロックより低速な第２のクロックに基づいて出力され、第２のクロックに基づいて
チューナが制御されると共に表示データの読み出しも制御され、必要な各部がシールドさ
れている。



【０００９】
このスイッチ２の接点Ｍには、光磁気記録再生部６の出力するアナログ信号が供給される
ようになされている。また、スイッチ２の接点Ｌには、アナログのオーディオ信号入力端
子１２より供給されるライン入力信号が供給されるようになされている。スイッチ２は、
接点Ｒ，Ｍ，Ｌのいずれかを選択し、選択した接点より入力される信号を出力するように
なされている。
【００１０】
光磁気記録再生部６は、アンドゲート７，８とともに、シールド部材５の内部に収容され
、シールドされている。これにより、光磁気記録再生部６において使用されるクロックの
輻射が、チューナ１、その他の機器に悪影響を与えることが抑制されている。
【００１１】
光磁気記録再生部６には、スイッチ２により選択した信号がアナログ入力として供給され
ているとともに、光磁気記録再生部６が出力するアナログ出力がスイッチ２の接点Ｍに供
給されている。また、光磁気記録再生部６より出力されたデジタル信号は、アンドゲート
７、伝送路Ｌ 1を介してデジタルオーディオインタフェース（ＤＡＩ）９の光電変換器１
０ａに供給されるようになされている。また、デジタルオーディオインタフェース９の光
電変換器１０ｂより入力されたデジタルデータが、伝送路Ｌ 2およびアンドゲート８を介
して光磁気記録再生部６に入力されるようになされている。
【００１２】
アンドゲート７と８は、ＣＰＵ１３により、その導通状態が制御されるようになされてい
る。また、光電変換器１０ａと１０ｂには、光電変換に必要な電圧源Ｖ D Dが接続されてい
る。このうち、光電変換器１０ｂには、スイッチ１１が設けられ、電圧源Ｖ D Dとの接続状
態がＣＰＵ１３により制御されるようになされている。
【００１３】
この光電変換器１０ａと１０ｂには、それぞれコネクタ２１，２２が接続され、外部機器
との間でデジタルオーディオデータが入出力されるようになされている。
【００１４】
操作部１４は使用者により操作され、ＣＰＵ１３に対して種々の指令を入力するようにな
されている。また、ＬＣＤ１６は駆動回路１５により駆動され、種々のメッセージを表示
するようになされている。
【００１５】
図２は、光磁気記録再生部６の構成例を示している。この実施例においては、光磁気ディ
スク３１が、スピンドルモータ３２により所定の速度で回転されるようになされている。
この光磁気ディスク３１の下側には光ヘッド３３が配置され、その上側には磁気ヘッド３
４が対向して配置されている。光ヘッド３３は、レーザダイオードを内蔵しており、レー
ザダイオードが出射するレーザ光を光磁気ディスク３１に照射し、その反射光を、内蔵す
るフォトダイオードにより受光するようになされている。フォトダイオードの出力は、Ｒ
Ｆアンプ３５に入力され、ＲＦアンプ３５は、この入力から、例えば非点収差法に基づく
フォーカスエラー信号や、プッシュプル法によるトラッキングエラー信号などを生成し、
サーボ回路３６に出力するようになされている。
【００１６】
サーボ回路３６は、これらのトラッキングエラー信号やフォーカスエラー信号を光ヘッド
３３に出力し、トラッキング制御およびフォーカス制御を行うようになされている。また
、サーボ回路３６は、ＲＦアンプ３５が出力する信号からスピンドルモータ駆動信号を生
成し、スピンドルモータ３２を駆動するようになされている。
【００１７】
また、この光磁気ディスク３１には、トラックをウォブリングすることによりアドレスが
記録されており、ＲＦアンプ３５は、このアドレス成分をアドレスデコーダ３８に出力す
るようになされている。アドレスデコーダ３８は、この入力信号からアドレスをデコード
し、デコード結果をエンコーダ３９に出力し、記録位置を指定するようになされている。
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エンコーダ３９は、セクタデータエンコーダ／デコーダ４２より供給されるデータをＥＦ
Ｍ変調するとともに、誤り検出符号および訂正符号を付加し、ヘッド駆動回路４１に供給
する。ヘッド駆動回路４１は、入力された信号に対応して磁気ヘッド３４を駆動するよう
になされている。
【００１８】
一方、ＲＦアンプ３５は、光ヘッド３３が出力する信号から再生信号成分を抽出し、これ
をデコーダ４０に出力する。デコーダ４０は、入力された信号をＥＦＭ復調し、誤り検出
訂正を行った後、エンコーダ／デコーダ４２に出力する。エンコーダ／デコーダ４２は、
メモリコントローラ４３を介して入力される記録データを光磁気ディスク３１に記録する
ためのセクタデータに変換し、エンコーダ３９に出力する。また、デコーダ４０から供給
されたセクタデータをデコードして元のデータに戻す。
【００１９】
メモリコントローラ４３は、圧縮伸長回路４５より入力された記録データ、またはエンコ
ーダ／デコーダ４２より供給された再生データを、ＤＲＡＭ４４に一旦記憶させ、また、
読み出させる。圧縮伸長回路４５は、入力端子４８またはＡ／Ｄ変換器４６より入力され
るデジタルデータを圧縮し、メモリコントローラ４３に出力している。また逆に、メモリ
コントローラ４３より供給されたデジタルデータを伸長して、Ｄ／Ａ変換器４７と出力端
子５１に出力している。
【００２０】
入力端子４８には、図１におけるアンドゲート８よりデジタルデータが入力されるように
なされている。また、Ａ／Ｄ変換器４６は、図１のスイッチ２の出力より入力されるアナ
ログオーディオ信号を、入力端子４９を介して入力を受け、Ａ／Ｄ変換して圧縮伸長回路
４５に出力している。出力端子５１の出力は、図１のアンドゲート７に供給されるように
なされている。また、Ｄ／Ａ変換器４７は、圧縮伸長回路４５より供給されるデータをＤ
／Ａ変換し、出力端子５０を介して、スイッチ２の接点Ｍに出力するようになされている
。
【００２１】
ＣＰＵ３７は、光磁気ディスク３１の記録再生動作を制御するようになされている。この
ＣＰＵ３７が出力する表示データは、ＦＩＦＯ５２に一旦書き込まれるようになされてい
る。そして、ＦＩＦＯ５２より読み出された表示データが、出力端子５３を介してＣＰＵ
１３に供給されるようになされている。また、ＣＰＵ１３とＣＰＵ３７は、相互に制御信
号を出力し、出力端子５４を介して他方に供給している。ディスクスイッチ５６は、光磁
気ディスク３１が挿入されたことを検出し、その検出信号をＣＰＵ３７に供給するととも
に、出力端子５５を介してＣＰＵ１３に出力している。ローディングモータ５７は、ＣＰ
Ｕ３７により制御され、光磁気ディスク３１をローディングするようになされている。
【００２２】
ここで、クロックについて説明しておくと、ＣＰＵ３７は１２ＭＨｚのクロックで、また
、ＣＰＵ１３は４ＭＨｚのクロックで、それぞれ動作するようになされている。圧縮伸長
回路４５では、５５ＭＨｚのクロックが使用され、光ヘッド３３においては、約４８０Ｍ
Ｈｚのクロックが再生時レーザを駆動するのに重畳されるようになされている。
【００２３】
次に、その動作について説明する。カートリッジに収容されている光磁気ディスク３１を
挿入口（図示せず）に挿入すると、ディスクスイッチ５６がこれを検出する。ＣＰＵ３７
は、ディスクスイッチ５６より検出信号の入力を受けると、ローディングモータ５７を駆
動する。これにより、光磁気ディスク３１がローディングされ、スピンドルモータ３２に
より駆動可能な状態になる。
【００２４】
この実施例においては、操作部１４を操作して、３つのモードのうちのいずれかを設定す
ることができるようになされている。３つのモードとは、ラジオモード、ミニディスクモ
ード、およびラインモードである。ラジオモードを選択したとき、ＣＰＵ１３はスイッチ
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２を接点Ｒに接続し、ミニディスクモードを選択したとき、接点Ｍに接続し、ラインモー
ドを選択したとき、接点Ｌに接続する。また、アンドゲート７は、ミニディスクモードの
ときにおいてのみ導通され、その他のモードのとき、非導通状態とされる。また、アンド
ゲート８は、ラインモードのときにおいてのみ導通状態とされ、その他のモードのとき、
非導通状態とされる。さらにスイッチ１１は、ラインモードのときにおいてのみオンされ
、その他のモードのとき、オフされる。
【００２５】
最初に、光磁気ディスク３１にオーディオデータを記録する場合の動作について説明する
。いま、デジタルオーディオインタフェースを介して入力されるデータを記録するものと
する。この場合、使用者はラインモードを選択し、さらにデジタルモードを選択する。こ
れらの選択は、操作部１４を操作することにより行われる。但し、ライン入力にデジタル
モードの信号が入力されるのか、アナログ信号が入力されるのかを自動的に判定するよう
にすることも可能である。
【００２６】
デジタルデータを、デジタルオーディオインタフェース９を介して入力する場合、コネク
タ２２がデジタルオーディオインタフェース９に接続される。光ファイバを介して伝送さ
れてきた光信号がコネクタ２２を介して光電変換器１０ｂに入射され、光電変換される。
いまラインモードが設定されているため、スイッチ１１はＣＰＵ１３によりオンされてい
る。従って、光電変換器１０ａはもとより、１０ｂにも必要な電力が供給されている。
【００２７】
光電変換器１０ｂにより光電変換された信号は、伝送路Ｌ 2を介してアンドゲート８に入
力される。アンドゲート８も、いまＣＰＵ１３により導通状態とされているため、このデ
ジタル信号はアンドゲート８を介して、光磁気記録再生部６の入力端子４８を介して圧縮
伸長回路４５に入力される。圧縮伸長回路４５は、入力されたデジタルデータを圧縮し、
メモリコントローラ４３に出力する。メモリコントローラ４３は、圧縮伸長回路４５より
供給されたデータをＤＲＡＭ４４に連続的に供給し、一旦記憶させる。ＤＲＡＭ４４に、
このように所定量のデジタルデータを記録しておくことにより、例えば外部振動などによ
り光ヘッド３３のサーボが乱れ、記録ができないような状態が発生したとしても、その間
に入力されるデジタルデータを途切れることなく、記憶しておくことができる。
【００２８】
メモリコントローラ４３は、所定のタイミングでＤＲＡＭ４４に記憶されたデータをバー
スト的に高速で読み出し、エンコーダ／デコーダ４２に出力する。エンコーダ／デコーダ
４２は、入力されたデータを光磁気ディスク３１のフォーマットに対応するセクタのデー
タにフォーマット変換し、エンコーダ３９に出力する。エンコーダ３９は、入力されたデ
ータをＥＦＭ変調し、誤り検出訂正符号を付加し、ヘッド駆動回路４１を介して磁気ヘッ
ド３４にバースト的に出力する。これにより、光磁気ディスク３１には記録データに対応
する磁界が印加される。
【００２９】
また、その記録位置は、アドレスデコーダ３８より供給されるアドレスデータに対応して
制御される。
【００３０】
一方、ＣＰＵ３７は、サーボ回路３６を介してスピンドルモータ３２を駆動し、光磁気デ
ィスク３１を所定の速度で回転させるとともに、光ヘッド３３にレーザ光を出射させる。
これにより、光磁気ディスク３１のレーザ光が照射された位置の温度がキューリ点温度以
上に上昇し、光磁気ディスク３１に光磁気的にデータが記録される。
【００３１】
入力されるアナログ信号を記録する場合においては、ライン入力端子１２にアナログ信号
が供給される。このアナログ信号は、スイッチ２の接点Ｌ、入力端子４９を介してＡ／Ｄ
変換器４６に入力され、Ａ／Ｄ変換される。そして、Ａ／Ｄ変換器４６より出力されたデ
ジタルデータが圧縮伸長回路４５に供給され、以下同様にして光磁気ディスク３１に記録
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される。
【００３２】
このようにして光磁気ディスク３１に記録されたデータを再生する場合、操作部１４を操
作して、ミニディスクモードが選択される。このとき、光ヘッド３３は、光磁気ディスク
３１に記録されているデータをバースト的に再生し、ＲＦアンプ３５を介してデコーダ４
０に出力する。デコーダ４０は、ＲＦアンプ３５より入力された信号をＥＦＭ復調すると
ともに、誤り検出訂正を行い、エンコーダ／デコーダ４２に出力する。
【００３３】
エンコーダ／デコーダ４２は、入力されたセクタデータのフォーマットを、ビットストリ
ームのデータに変換し、メモリコントローラ４３を介してＤＲＡＭ４４にバースト的に高
速で供給し、記憶させる。このようにして、ＤＲＡＭ４４に所定量のデータを記憶させて
おくことにより、光ヘッド３３が外部振動などによりサーボが乱れたような場合において
、光磁気ディスク３１からデータを再生することができなくなったようなときでも、ＤＲ
ＡＭ４４から連続してデータを読み出すことができるようになっている。
【００３４】
メモリコントローラ４３は、ＤＲＡＭ４４に記憶されたデータを連続的に低速で読み出し
て、圧縮伸長回路４５に出力する。圧縮伸長回路４５は、入力されたデータを伸長する。
【００３５】
いま、デジタルモードが選択されている場合においては、圧縮伸長回路４５より出力され
たデジタルデータが、出力端子５１を介してアンドゲート７に供給される。このアンドゲ
ート７は、いまミニディスクモードが設定されているため、ＣＰＵ１３により導通状態と
されている。従って、アンドゲート７を通過したデジタルデータが伝送路Ｌ 1を介して光
電変換器１０ａに供給される。光電変換器１０ａは、入力された電気信号を光信号に変換
し、デジタルオーディオインタフェース９に接続されているコネクタ２１を介して光ファ
イバに伝送する。
【００３６】
また、アナログモードが選択されている場合においては、圧縮伸長回路４５より出力され
たデジタルデータが、Ｄ／Ａ変換器４７によりＤ／Ａ変換され、出力端子５０を介してス
イッチ２の接点Ｍに供給される。このとき、スイッチ２は接点Ｍに切り換えられているた
め、このアナログ信号は増幅器３を介してスピーカ４に供給される。
【００３７】
次に、ラジオモードを選択した場合の動作について説明する。操作部１４を操作して、所
定の放送局を選局するように指定すると、ＣＰＵ１３は、この指令に対応してチューナ１
を制御する。これにより、チューナ１は、指令に対応する放送局を受信し、その復調信号
を出力する。この復調信号は、スイッチ２の接点Ｒを介して増幅器３に入力され、増幅さ
れ、スピーカ４より出力される。
【００３８】
さらに、ラインモードを選択した場合においては、入力端子１２より入力されるアナログ
信号がスイッチ２の接点Ｌを介して増幅器３に供給され、さらにスピーカ４より出力され
る。
【００３９】
操作部１４を操作して、ラインモードの他、記録モードを設定すると、スイッチ２の接点
Ｌを介して入力されたライン入力信号が、入力端子４９を介してＡ／Ｄ変換器４６に入力
され、Ａ／Ｄ変換されて圧縮伸長回路４５に供給される。ここで圧縮されたデータが、上
述した場合と同様にして、光磁気ディスク３１に記録されることになる。
【００４０】
ラジオモードを選択した状態において、記録モードを設定すれば、スイッチ２により選択
されたチューナ１の出力信号が、入力端子４９を介してＡ／Ｄ変換器４６に入力され、Ａ
／Ｄ変換された後、圧縮伸長回路４５に供給され、上述した場合と同様にして、光磁気デ
ィスク３１に記録されることになる。
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【００４１】
ラジオモードを設定している場合においては、チューナ１より出力された信号が、スイッ
チ２、増幅器３を介してスピーカ４より出力されている。この状態において、コネクタ２
１，２２をオーディオインタフェース９に接続したままの状態にしておくと、コネクタ２
２を介して光電変換器１０ｂに入力される信号が光電変換され、伝送路Ｌ 2、アンドゲー
ト８を介して光磁気記録再生部６に供給される恐れがある。記録モードを設定していない
ため、この信号が光磁気ディスク３１に記録されることはないが、伝送路Ｌ 2を信号が通
過するとき、輻射が起きる恐れがある。この伝送路におけるクロックは、最大６ＭＨｚと
され、通常３ＭＨｚの周波数となっている。
【００４２】
このクロックによる輻射成分がチューナ１の高周波成分に重畳されると、これがノイズと
なって現われる。そこで、本実施例においては、ラインモードが選択されていない場合（
例えば、ラジオモードが選択され、チューナ１の出力が選択されている場合）、スイッチ
１１がオフされる。これにより、光電変換器１０ｂにおける光電変換動作が禁止され、伝
送路Ｌ 2より輻射が発生することが防止される。さらにまた、アンドゲート８が非導通状
態とされるため、光磁気記録再生部６において使用するクロックに起因する輻射成分が伝
送路Ｌ 2をアンテナとして輻射されることが防止される。
【００４３】
さらにまた、ミニディスクモードが選択されていない場合（例えば、ラジオモードが選択
されている場合）、アンドゲート７が非導通状態とされる。このため、光磁気記録再生部
６より出力される信号が伝送路Ｌ 1において輻射され、チューナ１にノイズとして悪影響
を与えることが防止される。
【００４４】
尚、光磁気記録再生部６は、それ自体が発生する輻射がチューナ１に悪影響を与えること
を防止するため、シールド部材１７によりシールドされているのである。
【００４５】
図３は、図１および図２におけるＣＰＵ１３、駆動回路１５、ＬＣＤ１６、ＦＩＦＯ５２
、およびＣＰＵ３７の関係をより明確にするために、これらの回路を抜き出したものであ
る。この図３と、図４のタイミングチャートを参照して、ＬＣＤ１６に対する表示動作に
ついて説明する。
【００４６】
ＣＰＵ３７は、光磁気ディスク３１に対する記録再生動作を制御する必要があるところか
ら、より高速のクロック（１２ＭＨｚ）で動作するようになされている。これに対して、
ＣＰＵ１３は、それほど複雑な処理を必要としないところから、そのクロックは低速（４
ＭＨｚ）とされている。
【００４７】
ＣＰＵ３７のメインループの処理周期Ｔ 0は、２１．６ msとされている（図４（ａ））。
この周期Ｔ 0において、ＣＰＵ３７は負担するすべての処理の１サイクルを完了するので
あるが、このうちの期間Ｔ 1において、光磁気ディスク３１の記録再生動作に関連して、
ＬＣＤ１６に表示する表示データを出力する。
【００４８】
即ち、ＣＰＵ３７は、付属するキャラクタジェネレータ６１を有しており、光磁気ディス
ク３１の記録再生動作に関連して、必要な表示データをこのキャラクタジェネレータ６１
より出力させる。ＣＰＵ３７は、この表示データをＦＩＦＯ５２に出力し、書き込ませる
。この書き込みに必要な時間は、数μｓとなる。ＦＩＦＯ５２は、書き込まれたデータが
記憶容量一杯になったとき、フルフラグ（ＦＦ）をＣＰＵ３７に出力する。ＣＰＵ３７は
、このフルフラグを検出したとき、ＦＩＦＯ５２に対する書き込み動作を中断する。
【００４９】
また、ＣＰＵ１３は、このようにしてＦＩＦＯ５２に書き込まれた表示データを４ＭＨｚ
のクロックで読み出させる。このＣＰＵ１３のクロックは、ＣＰＵ３７のクロックの１／
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３の周波数に設定されているため、ＦＩＦＯ５２からの読み出し動作は、書き込み動作に
較べて遅くなる。この読み出し期間Ｔ 2（図４（ｂ））は、約８０乃至２００μｓとなる
。この期間Ｔ 2は、メインループの周期Ｔ 0より短い期間とされている。従って、ＣＰＵ３
７がＦＩＦＯ５２に書き込んだデータを、次のメインループの周期の書き込みが実行され
る前にすべて読み出すことが可能である。ＦＩＦＯ５２は、書き込まれたデータがすべて
読み出されたとき、ＣＰＵ１３に対してエンプティフラグ（ＥＦ）を出力する。ＣＰＵ１
３は、このエンプティフラグの入力を受けたとき、ＦＩＦＯ５２からの読み出し動作を中
断する。
【００５０】
ＣＰＵ３７とＦＩＦＯ５２は、シールド部材５によりシールドされている。従って、ＣＰ
Ｕ３７がＦＩＦＯ５２に対して高速で書き込み動作を実行するとき、不要輻射が、例えば
チューナ１などに影響することがない。また、ＦＩＦＯ５２からシールド部材５の外に配
置されているＣＰＵ１３に対して表示データが読み出されるとき、この読み出し時におけ
るクロックは、書き込み時におけるクロックより低いため、チューナ１に対する不要輻射
は極めて小さいものとなる。
【００５１】
ＣＰＵ１３は、このようにしてＦＩＦＯ５２を介してＣＰＵ３７のキャラクタジェネレー
タ６１より読み取った表示データを駆動回路１５に出力し、ＬＣＤ１６に表示させる。ま
た、ＣＰＵ１３は、付属するキャラクタジェネレータ６２を有している。ＣＰＵ１３は、
このキャラクタジェネレータ６２に、チューナ１の動作に関連する表示データを発生させ
る。そしてＣＰＵ１３は、この表示データも駆動回路１５を介してＬＣＤ１６に表示させ
る。このようにして、ＬＣＤ１６には、ＣＰＵ３７に付属するキャラクタジェネレータ６
１が出力する表示データと、ＣＰＵ１３に付属するキャラクタジェネレータ６２が出力す
る表示データとが表示される。
【００５２】
【発明の効果】
　以上の如く本発明の記録再生装置によれば、第１のクロックに基づいて記録再生部を制
御し、表示データを第１のクロックに基づいて一旦記憶し、その記録された表示データを
第１のクロックより低速な第２のクロックに基づいて出力し、第２のクロックに基づい
記憶手段からの表示データの読み出しを制御し、

記録再生手段、第１の制御手段、記憶手段
、および、 をシールドするようにしたので、不要輻射が抑制される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の情報処理装置を応用した光磁気ディスク装置を内蔵するラジオ受信機の
一実施例の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の実施例における光磁気記録再生部６の構成例を示すブロック図である。
【図３】図１と図２のブロック図における一部の回路を抜粋した図である。
【図４】図３の実施例の動作を説明するタイミングチャートである。
【符号の説明】
１　チューナ
２　スイッチ
５　シールド部材
６　光磁気記録再生部
７，８　アンドゲート
９　デジタルオーディオインタフェース
１０ａ，１０ｂ　光電変換器
１１　スイッチ
１３　ＣＰＵ
１４　操作部
２１，２２　コネクタ
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て
デジタル信号の送受信を外部機器と実行

する導通手段が、チューナ実行時に遮断され、
導通手段



３１　光磁気ディスク
３３　光ヘッド
３４　磁気ヘッド
３５　ＲＦアンプ
３７　ＣＰＵ
３９　エンコーダ
４０　デコーダ
４２　セクタデータエンコーダ／デコーダ
４３　メモリコントローラ
４４　ＤＲＡＭ
４５　圧縮伸長回路
４６　Ａ／Ｄ変換器
４７　Ｄ／Ａ変換器
６１，６２　キャラクタジェネレータ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 3672577 B2 2005.7.20



フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭６４－１３１９３（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６１－１３６３７４（ＪＰ，Ｕ）
              特開平４－１２９４３１（ＪＰ，Ａ）
              特開平３－１０１３１７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04B1/20, G11B31/00, H05K11/00, G06F1/04

(11) JP 3672577 B2 2005.7.20


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

